
ボランティア・市民活動支援総合基金 

ゆめ応援ファンド 単年度 助成申請書 

★必ず記入要領を参照して下さい。 

★太線の枠内のみ記入して下さい。 

★黒のインク・ボールペンを使用下さい。 

13 

年 度 

①グループ・団体名 途切れない支援を被害者と考える会（通称・中野勉強会）（法人格：任意団体） 

②所 在 地         

(〒164 -0001) 

中野区中野2-29-15-409 

                            TEL.03(6382)5101 

③代 表 者 

氏 名 近藤小枝子 年齢 52 歳 職業 中野区議 

住 所 

(〒165 -0027) 

中野区野方6-45-13  

                             TEL.03 (3330)9584 

④連 絡 先 

責任者 

氏 名 
稲吉久乃 日中連絡先 TEL. 03 (3228)8951 （勤務先） 

郵送先 

(〒164 -0001)   ※この住所に加え団体名・責任者名を併記して郵送します。 

中野区中野2-29-15-409 
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⑤結成（設立） 2008 年 4月 ⑥会員数   40名  

⑦主 な       

 

 活 動 内 容       

「途切れない支援を被害者と考える会」は、犯罪被害者や遺族と中野区犯罪被害者

支援窓口の担当職員、そのほか首都圏で犯罪被害者支援を実施している自治体職員、

政府職員、ＮＰＯ団体関係者、医師などの専門家を含む支援者らが集まり、意見を交

換し、互いに知見を深める「中野勉強会」として、2008年頃からゆるやかにスタート

しました。私どもは、犯罪被害者の回復に資する途切れない支援の実現を目的に活動

しています。運営規約にある事業内容は、以下の通りです。 

1. 犯罪被害者が必要な情報を自らまとめるための書き込み式ノートの作成と普及促進 

2. 犯罪被害者の回復に資する途切れない支援の実現に向けて知見を深めるための勉強

会の実施 

3. 犯罪被害者，その家族及び犯罪被害者支援を行う者の親睦を深めるための事業 

4. その他，会員の話し合いによって必要と思われる事業 

⑧今年度の 

(2012年) 

 

予算状況 

収 

 

入 

会費 年   円×  名＝  0 円 

   年   円×  名＝    円 

寄附金               円 

助成金              円 

補助金              円 

収益金（バザー等事業収入）       円 

繰越金              円 

その他（        ）      

                 円 

支 

 

出 

※内容を簡単に記入 
(例 事業費、人件費、管理費、繰越金など) 

 

 上記「主な活動内容」にある通

り、当会は本来、犯罪被害者と支援

関係者等が、組織を超えてゆるやか

につながる勉強会であるため、今回

申請するプロジェクト以外の必要経

費は持ち寄りで済ませています。 

 

  合     計      0 円  合 計        0 円 

⑨今年度、また

は定期的に受け

ている助成等 

(本基金を除く) 

助 成 団 体 名 助成年月 助成金額 助 成 内 容 

特にありません    

    

⑩こ の 助 成 の 

 情 報 入 手 先 

１．区市町村のボランティアセンター・市民活動推進団体／２．東京ボランティア・市民

活動センター／３．その他、公共施設・マスコミ・知人等（いずれか番号を○で囲む） 

Ａ：単年度 

ご記入いただいた個人情報は東京ボランティア･市民活動センターが適切に管理し、NPO・ボランティアに関する助成、イベント等のご
案内に利用させていただきます。個人情報の取り扱いに関する方針についてはホームページhttp://www.tvac.or.jp/をご覧ください。 
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⑪区    分 
１．学習・研修活動  ２．調査・研究活動  ３．器具・器材の開発 

４．器具・器材の整備  ５．モデル的活動  ６．市民への啓発活動  ７．その他 

⑫事業(器材)名 犯罪被害者向けノート作成プロジェクト 

⑬実施期日・ 

実施期間 
開始／ 2012年 3 月 21 日 終了／ 2014年 3 月 31 日（未定） 

⑭申 請 理 由       

当会は元々、犯罪被害者と支援関係者をゆるやかにつなぐ勉強会としてスタートし

た経緯から、会費などを取っていないため、全く自己資金がありません。過去1年

間、内容の検討をしている間はそれでも良かったのですが、今回のプロジェクトで企

画中のノートを何らかの形で世に出し、多くの犯罪被害者の手に早期に手渡されるよ

うに広めるためには、試作品を実際に作成し、支援者側の組織や、国や都などに必要

性を訴えて行く普及活動が重要です。そのためのプロジェクト資金の一部を助けてい

ただきたく、申請いたしました。 

⑮内容及び計画 

当会のノート作成プロジェクトは、犯罪被害者が経験する事情聴取や手続き等の苦

痛と不便を軽減できるよう、被害者にコンパクトに情報を提供し、さらに、支援者の

手を借りつつ被害者自らが必要事項を書き込みまとめられるノートの内容立案と普及

を目指します。 

プロジェクトでは、まず、参加メンバーの被害者と家族、政府職員、自治体職員、

研究者、弁護士、ＮＰＯ等の支援関係者、医療関係者、報道関係者等が、内容立案の

ために2012年3月より隔月で検討会を行い、被害者の要望聞き取りに基づいた叩き台

を作って話し合いを行ってきました（企画骨子等については別紙）。 

 今後、さらに内容の検討を重ねて試作品を作り、①全国の犯罪被害者団体が連携す

るハートバンドと全国犯罪被害者の会、②政府で犯罪被害者等施策推進に関して総合

調整を担う内閣府と警察庁等関係省庁、③47都道府県に設置された民間支援センター

が加盟する全国被害者支援ネットワーク、④日弁連と各弁護士会の犯罪被害者支援委

員会、⑤医療ソーシャルワーカーが加盟する日本医療社会福祉協会、その他への企画

持込み・作成・配布の働きかけを考えています。 

⑯必要な費用の 

 

 内    訳 

項    目 単 価 数量 金 額

(a) 

うち自主財源

(b) 

助成申請額 

(c)＝(a)－(b) 試作品イラスト発注① 1,000 50 50,000 0 50,000 

試作品製本② 336 50 16,800 0 16,800 

試作品カラー印刷③ @147x80p 50 58,800 0 58,800 

試作品レイアウト一式④ 626,220 1 626,220 0 626,220 

印刷出力手数料⑤ 630 35 無料 0 0 

①は学生に安価で発注。      

②③⑤はキンコーズ      

合        計   （円） 751,820 0 751,820 

助 成 申 請 額 （千円未満を切り捨て） ５００,０００円 

★上の「費用内訳」の欄には、今回申請する案件にかかる経費のみ記入して下さい。 

★グループ・団体の広報紙、パンフレット、予算書または決算書を作成している場合は添付して下さい。 

★器具・器材の購入や印刷等を業者に発注する場合は、見積書と購入物のパンフレットを添付して下さい。 

★見積書は実際に購入・依頼する業者に実質価格（割引後の金額）で作成してもらって下さい。 

※ 

事務局 

使用欄 

 

 受付  

 区分  

 地区  

査定額 (1) (2) (3)  № 

 


